
　　　静岡県静岡市葵区宮ケ崎町102-1

2018年11月10日（土）
集合場所　静岡浅間神社 参集殿集合場所　静岡浅間神社 参集殿

主催／一般財団法人伊豆屋伝八文化振興財団・静岡県教育委員会・静岡市・静岡県文化財保存協会
後援／静岡県博物館協会

時間　13時30分～16時30分（受付 13時00分～）時間　13時30分～16時30分（受付 13時00分～）

参加費　300円参加費　300円

参加者募集のお知らせ

静
岡
浅
間
神
社
か
ら
学
ぶ
。

文化財の修理用資材の安定確保を目指して

第16回

初穂料 ※当日お持ちください。

静岡浅間神社
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「
静
岡
浅
間
神
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社
殿
平
成
の
大
改
修
に
つい
て
」
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事
前
申
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一
回
の
申
込
で
一
名
の
み
の
受
付
と
な
り
ま
す
。
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宮ヶ崎交番

バス停
浅間神社

バス停
赤鳥居
浅間神社入口

安西小学校

神部神社・浅間神社

八千戈神社
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静岡浅間神社
参集殿
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静
岡
県
を
代
表
す
る
歴
史
的
建
造
物
の
ひ
と
つ
で
あ
る
静
岡
浅
間
神
社
は
、
平
成　

年
よ
り　

年
か
け
て
大
改
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
極
彩
色
の
美
し
い
社
殿
群
は
い
ず

れ
も
漆
塗
り
で
、
改
修
工
事
に
は
多
く
の
国
産
漆
が
必
要
と
な
り
ま
す
。国
産
漆
の
生

産
量
は
消
費
量
の
１
〜
２
％
と
い
わ
れ
、原
料
の
確
保
も
大
変
困
難
な
状
態
で
す
。

　

文
化
財
を
守
っ
て
い
く
に
は
、
材
料
の
確
保
と
同
時
に
そ
れ
を
生
産
す
る
人
、
使

う
技
術
を
持
っ
た
人
、
そ
し
て
道
具
、
そ
の
道
具
を
作
る
人
と
多
く
の
手
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

文
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を
守
る
た
め
の
材
料
の
生
産
、
技

術
の
伝
承
と
い
っ
た
こ
と
を
考
え
る
機
会
に

す
る
と
と
も
に
、
改
修
を
終
え
た
ば
か
り
の

美
し
い
静
岡
浅
間
神
社
の
社
殿
の
見
学
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
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改修前 改修後 改修前 改修後

「国産漆」と「職人の技術」で、 美しく生まれ変わった文化財をご覧ください。

写真：少彦名神社


